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円コース 資源国通貨コース アジア通貨コース

(毎月分配型) (毎月分配型) (毎月分配型)

分配金額 10円 10円 10円

(前回決算） (10円) (10円) (20円)

決算日の基準価額 8,053円 6,853円 9,886円

決算日の基準価額(分配金再投資） 8,908円 9,646円 13,199円

(前回決算） (9,077円) (10,323円) (13,723円)

分配金額設定来累計 880円 2,700円 2,710円

ファンド

2018年8月24日
野村アセットマネジメント株式会社

「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」「毎月分配型」

2018年8月23日決算の分配金について

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」「毎月分配型」（以下、ファンドといいます。）の2018年8月

23日決算の分配金についてご案内いたします。

今回の決算におきまして、アジア通貨等の動向や基準価額水準などを総合的に勘案し、 「アジア通貨コース」

の分配金を20円から10円に引き下げることといたしました。 なお、「円コース」 「資源国通貨コース」につきまして

は、前回決算の分配金額から変更ありません。

「アジア通貨コース」の分配金引き下げに関する詳細な説明については次ページ以降をご参照ください。

【分配金】 （１万口当たり、課税前）

【「毎月分配型」の分配の方針】

分配金は、投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわない
場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

原則、毎月23日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、配当等収益等を中心に安

定分配を行なうことを基本とします。ただし、基準価額水準等によっては、売買益等が中心となる場合や安定

分配とならない場合があります。なお、毎年3月および9月の決算時には、基準価額水準等を勘案し、上記安

定分配相当額のほか、分配対象額の範囲内で委託会社が決定する額を付加して分配する場合があります。

※「原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう」方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや
基準価額が安定的に推移すること等を示唆するものではありません。

前回決算：2018年7月23日、設定日：2011年4月26日
基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのも
のです。したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。
分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

分配金のお知らせ
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アジア通貨の為替：3通貨（中国元、インドルピー、インドネシアルピア） に等分投資し、毎月末にリバランスをしたと仮定し、計算しています。
なお、手数料等は考慮していません。

「アジア通貨コース（毎月分配型）」分配金引き下げの背景

今回の決算におきまして、「アジア通貨コース（毎月分配型）」の分配金を20円から10円に引き下げました。

2016年11月頃から、それまで下落基調だった基準価額は上昇基調に転じ、2018年1月26日に11,991円となり

ました。しかし、基準価額は2月半ばに10,000円近辺まで下落し、その後は10,000円を挟む水準で推移し、2018

年8月23日現在9,886円と、本年1月26日比-17.6％となりました。また、分配金を加味した基準価額（分配金再投

資）の同期間の騰落率は-16.5％となりました。

本年1月下旬からの基準価額下落の主な要因としては、アジア通貨安やファンドが投資対象とする外国投資

信託の運用に用いる独自の定量モデル（「AHLプログラム」）のパフォーマンス低下（次ページ以降ご参照）が挙

げられます。

アジア通貨の為替レート（対円）は、年初来、米長期金利の上昇や米中貿易摩擦の影響を受けて調整しまし

た。特に経常赤字国の通貨が弱含み、インドルピーやインドネシアルピアも下落（円高）しました。中国元につい

ては、米中貿易摩擦の拡大や中国景気の停滞懸念などから下落（円高）しました。

アジア通貨安や「AHLプログラム」の運用パフォーマンスの低下などを要因とした足元での基準価額の下落

などを総合的に勘案し、また、信託財産の着実な成長を目指すべく、今回の決算において分配金を引き下げる

こととしました。

＜ 「アジア通貨コース（毎月分配型）」の基準価額の推移 期間：2011年4月26日（設定日）～2018年8月23日、日次 ＞

＜アジア通貨の為替レート（対円）の推移 期間：2011年4月末～2018年7月末、月次 ＞

基準価額（分配金再投資）：13,199円

基準価額：9,886円

2018年8月23日現在

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。
したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

（出所）ブルームバーグデータより野村アセットマネジメント作成

円安

円高

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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AHLプログラムの運用概況

（1） AHLプログラムのパフォーマンスについて （2016年11月～2018年7月）

3～5ページはファンドが投資対象とする外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」を運用するAHLパートナーズ・エル
エルピーの情報に基づき野村アセットマネジメントが作成したものです。

AHLプログラムは、取引対象の値動きの方向性を捉え、追随（トレンド・フォロー）することによってリターンを

獲得しようとする戦略により運用しており、リスク・リターンには以下の特徴があります。

「アジア通貨コース」を含む各コースは、円建ての外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファ

イド・ファンド」の対応する各通貨クラスに主に投資します。各通貨クラスで行なわれる為替取引の影響を除く外

国投資信託の収益は、AHLパートナーズ・エルエルピーが運用を担当する「AHLプログラム」の活用によります。

AHLプログラムのパフォーマンスは、2015年初から2016年10月にかけては強弱が交錯する運用結果となりま

した。2016年11月から2018年1月にかけて回復基調で推移したものの、2月以降は低調となっています。以

下で、2016年11月以降の運用概況についてご説明いたします。

【2016年11月～2017年2月】

2016年11月に米国でトランプ政権が誕生して以降、ボラティリティは低位に推移し、株式は上昇トレンドが

発生しましたが、エネルギー価格は天候やOPEC（石油輸出国機構）の減産の動きに対して敏感に反応

したため、トレンドが継続しにくい傾向となりました。

このような市場環境の下、AHLプログラムは、天然ガスでロング・ショート・ポジションの両方から損失が発

生した他、原油のショート・ポジションからも損失が発生しました。しかしながら、株式セクターからは全般

的に収益を獲得し、米S&P500株価指数、米ナスダック100指数、ラッセル2000種指数といった上昇基調

にあった米国の株価指数のロング・ポジションから収益を獲得した他、ドイツDAX指数や韓国総合株価指

数（KOSPI）もプラス要因となり、この期間のリターンは、＋2.9％となりました。

【2017年3月～2017年4月】

2017年3月にFRB（米連邦準備制度理事会）が利上げを実施した後、4月に南アフリカ国債の格付けが非

投資適格に引き下げられた他、英国ではメイ首相が6月に解散総選挙を実施する方針を表明したことに

より、英ポンドが上昇したため、債券や通貨セクターでトレンドが継続しにくい環境となりました。

このような市場環境の下、AHLプログラムは3月の月初に欧州の金利が上昇した局面でドイツ国債のロン

グ・ポジションから損失が発生した他、国債の格付けが引き下げられた南アフリカランドのロング・ポジショ

ンやトレンドが転換したユーロに対する英ポンドのショート・ポジションがマイナス要因となり、この期間のリ

ターンは－5.6％となりました。
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パフォーマンス推移は2014年12月26日を100として指数化

＜ AHLプログラムのパフォーマンス（米ドルベース） 期間：2014年12月26日～2018年7月31日、月次 ＞

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

上記の月次パフォーマンスは、ファンドの各暦月の騰落率に反映されている期間の騰落率です。

【2017年5月～2017年8月】

2017年5月は、低ボラティリティ環境が継続し、株式全般の上昇トレンドが継続しました。8月には事前予

想を上回る中国の製造業関連指数の発表と、中国政府による粗悪製品に対する環境規制が、グローバ

ルベースで卑金属※価格を押し上げました。

このような市場環境の下、AHLプログラムは株式のロング・ポジションから収益を獲得し、特に韓国総合株

価指数（KOSPI）や香港ハンセン指数といったアジアの株式指数が収益を牽引しました。また、8月には卑

金属全般のロング・ポジションからも収益を獲得し、アルミニウム、ニッケル、亜鉛、銅のロング・ポジション

が大きく収益に寄与しました。この結果、この期間のリターンは＋8.7％となりました。
※貴金属の対義語で、アルカリ金属、亜鉛、アルミニウム、鉄など多くの金属が属する。

【2017年9月～2018年1月】

2017年の株式全般の堅調な展開は2018年に入っても継続し、特に株式市場は2018年1月末頃まで上昇

を続けました。通貨セクターは2017年9月に各国中央銀行のタカ派的なコメントがあり、市場トレンドの転

換を引き起こしました。

このような市場環境の下、AHLプログラムは通貨、農産物セクターから損失が発生したものの、株式、金

属、エネルギー・セクターからは収益を獲得しました。特に株式セクターでは、小売売上高など中国の良

好な経済指標の発表を受けて上昇したハンセン中国企業株指数や、10-12月期決算発表が本格化し、

企業業績の拡大期待から上昇したナスダック100指数のロング・ポジションから収益を獲得しました。この

期間のリターンは＋10.9％となりました。

【2018年2月～2018年7月】

2018年2月は1月の米雇用統計の良好な結果を受けて、米国でのインフレ率の上昇と利上げ加速観測の

高まりから、主要株式市場は急落し、ボラティリティは急騰しました。コモディティ市場ではこれまで上昇し

ていた原油が下落に転じました。

このような市場環境の下、株式、金属、エネルギー・セクターから損失が発生しました。株式セクターは、

米国の雇用統計で賃金の伸びが市場予想を上回ったことなどを背景に長期金利が上昇し、米国株式市

場が急落したことを受けて下落した韓国KOSPI指数やラッセル2000種指数のロングのほか、ボラティリティ

急騰を受けてVIX指数※のショートがマイナス寄与しました。この期間のリターンは-13.9％となりました。
※ シカゴ・オプション取引所（CBOE）が、S&P500株価指数を対象とするオプション取引のボラティリティを元に算出、公表している指数。
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（2） 直近のAHLプログラムの状況

＜ AHLプログラムの主なポジション 2018年7月31日現在 ＞

（3） 今後の市場の見方

今後とも「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」をご愛顧賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

以上

セクター 銘柄 ポジション

農産物 コーヒー 売り

債券 米国債 売り

通貨 日本円/米ドル 日本円売り/米ドル買い

エネルギー 原油 買い

短期金利 ユーリボー※ 買い

金属 金 売り

株式 オーストラリアSPI200指数 買い

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
ファンドの運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

以下の内容は当資料作成時点のものであり、予告なく変更する場合があります。

 運用環境に対するAHLパートナーズ・エルエルピーの見方は大きく変わっていません。2018年2月には
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● 「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」は、投資する外国投資信託において為替取引手法の異なる3つのコース

（円コース、資源国通貨コース、アジア通貨コース（各コースには「毎月分配型」、「年2回決算型」があります。））から構成されて

います。

● 信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行なうことを基本とします。

● 世界各国の債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引および為替予約取引等を主要取引対象とする、

円建ての外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」および国内投資信託「野村マネー マザーファ

ンド」を主要投資対象とします。

・ 各コースは、外国投資信託において、共通ポートフォリオを通じて債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引および

為替予約取引等の運用を行ないます。

※1 米ドル売りブラジルレアル買いの為替取引、米ドル売り豪ドル買いの為替取引、米ドル売り南アフリカランド買いの為替取引を、純資産総額の3分の1程度

ずつ行ないます。

※2 米ドル売り中国元買いの為替取引、米ドル売りインドルピー買いの為替取引、米ドル売りインドネシアルピア買いの為替取引を、純資産総額の3分の1程度

ずつ行ないます。

◆ 通常の状況においては、「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」への投資を中心とします※が、投資比率には特に制限

は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびにファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。

※通常の状況においては、「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。

● 各コースはファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

● 「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」を構成する「毎月分配型」のファンド間および「年2回決算型」のファンド間で

スイッチングができます。

● 分配の方針

◆毎月分配型

原則、毎月23日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう

ことを基本とします。ただし、基準価額水準等によっては、売買益等が中心となる場合や安定分配とならない場合があります。

なお、毎年3月および9月の決算時には、基準価額水準等を勘案し、上記安定分配相当額のほか、分配対象額の範囲内で

委託会社が決定する額を付加して分配する場合があります。
※「原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう」方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや基準価額が

安定的に推移すること等を示唆するものではありません。

◆年2回決算型

原則、毎年3月および9月の23日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、基準価額水準等を勘案して委託会社が決定します。

＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

■外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」の主な投資方針について■

◆世界各国の債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引、および為替予約取引等を積極的に活用し、主として
市場動向の方向性にそって多数の先物等についてロング・ポジション、あるいはショート・ポジションを構築することにより、中期的に米
ドルベースでの絶対収益の獲得を目指して運用を行なうことを基本とします。

◆各投資対象市場における日々の価格データ等を勘案した多数の独自の定量モデルを活用することにより、市場の上昇トレンドならびに
下降トレンドの双方を捉え、追随することを目指します。

円コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

資源国通貨コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

アジア通貨コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

共通ポートフォリオの通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度、米ドル売り円買いの
為替取引を行なう外国投資信託に投資を行ないます。

共通ポートフォリオの通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度、米ドル売り資源国通貨（ブラジル、

オーストラリア、南アフリカの3カ国の通貨のバスケット）買いの為替取引※１を行なう外国投資信託に投資を行ないます。

共通ポートフォリオの通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度、米ドル売りアジア通貨

（中国、インド、インドネシアの3カ国の通貨のバスケット）買いの為替取引※2を行なう外国投資信託に投資を行ないます。

● 「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」は、投資する外国投資信託において為替取引手法の異なる3つのコース

（円コース、資源国通貨コース、アジア通貨コース（各コースには「毎月分配型」、「年2回決算型」があります。））から構成されて

います。

● 信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行なうことを基本とします。

● 世界各国の債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引および為替予約取引等を主要取引対象とする、

円建ての外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」および国内投資信託「野村マネー マザーファ

ンド」を主要投資対象とします。

・ 各コースは、外国投資信託において、共通ポートフォリオを通じて債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引および

為替予約取引等の運用を行ないます。

※1 米ドル売りブラジルレアル買いの為替取引、米ドル売り豪ドル買いの為替取引、米ドル売り南アフリカランド買いの為替取引を、純資産総額の3分の1程度

ずつ行ないます。

※2 米ドル売り中国元買いの為替取引、米ドル売りインドルピー買いの為替取引、米ドル売りインドネシアルピア買いの為替取引を、純資産総額の3分の1程度

ずつ行ないます。

◆ 通常の状況においては、「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」への投資を中心とします※が、投資比率には特に制限

は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびにファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。

※通常の状況においては、「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。

● 各コースはファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

● 「ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）」を構成する「毎月分配型」のファンド間および「年2回決算型」のファンド間で

スイッチングができます。

● 分配の方針

◆毎月分配型

原則、毎月23日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう

ことを基本とします。ただし、基準価額水準等によっては、売買益等が中心となる場合や安定分配とならない場合があります。

なお、毎年3月および9月の決算時には、基準価額水準等を勘案し、上記安定分配相当額のほか、分配対象額の範囲内で

委託会社が決定する額を付加して分配する場合があります。
※「原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう」方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや基準価額が

安定的に推移すること等を示唆するものではありません。

◆年2回決算型

原則、毎年3月および9月の23日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、分配対象額の範囲内で、基準価額水準等を勘案して委託会社が決定します。

＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

■外国投資信託「マネージド・フューチャーズ・ディバーシファイド・ファンド」の主な投資方針について■

◆世界各国の債券先物取引、株価指数先物取引、金利先物取引、商品先物取引、および為替予約取引等を積極的に活用し、主として
市場動向の方向性にそって多数の先物等についてロング・ポジション、あるいはショート・ポジションを構築することにより、中期的に米
ドルベースでの絶対収益の獲得を目指して運用を行なうことを基本とします。

◆各投資対象市場における日々の価格データ等を勘案した多数の独自の定量モデルを活用することにより、市場の上昇トレンドならびに
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【ファンドの特色】

ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）
（毎月分配型）／（年2回決算型）
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【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 2021年3月23日まで（2011年4月26日設定） ◆ご購入時手数料 ご購入価額に4.32％（税抜4.0％）以内で販売会社が独自に
●決算日および 【毎月分配型】年12回の決算時（原則、毎月23日。休業日の場合 定める率を乗じて得た額
　 収益分配 は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ＜スイッチング時＞

【年2回決算型】年2回の決算時（原則3月および9月の23日。 販売会社が独自に定める率を乗じて得た額
休業日の場合は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ＊詳しくは販売会社にご確認ください。

●ご購入価額 ご購入申込日の翌々営業日の基準価額 ◆運用管理費用 ファンドの純資産総額に年1.026％（税抜年0.95％）の率を
●ご購入単位 一般コース：300万口以上1万口単位（当初元本1口＝1円）    （信託報酬） 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。

自動けいぞく投資コース：300万口以上1口単位または
　　　　　　　　　　　　　　   　 300万円以上1円単位 実質的にご負担いただく信託報酬率
※お取扱いコース、ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 （信託報酬に、ファンドが投資対象とする外国投資信託の

●ご換金価額 ご換金申込日の翌々営業日の基準価額から信託財産留保額を 信託報酬を加えた概算値）

差し引いた価額 　年3.326％ 程度（税込）+成功報酬（注）

●スイッチング 「毎月分配型」のファンド間および「年2回決算型」のファンド間で 　（注）成功報酬 ：　毎ファンド営業日＊1の共通ポートフォリオに

スイッチングが可能です。                     　　おける成功報酬控除前基準価額がその時点の

※販売会社によっては、一部または全部のスイ ッチングのお取扱いを行なわない場合                    　　 ハイ・ウォーターマーク＊2を超えた場合、その
があります。 　　　　　　　　　　　超過額の20％

●お申込不可日 販売会社の営業日であっても、下記に該当する場合には、 ＊1 ニューヨーク、ロンドンおよびルクセンブルグにおける銀行
原則、ご購入、ご換金、スイッチングの各お申込みができません。 営業日（毎年12月24日を除く。）、且つ日本における第一種金融

商品取引業者（証券会社など）の営業日、且つニューヨーク証券
取引所の開場日。
＊2 ハイ・ウォーターマークは過去の共通ポートフォリオの成功報酬
控除後基準価額の最高額（設定当初は設定時の元本額）とします。

◆その他の費用・手数料 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、
監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、ファンドに関する
租税等がお客様の保有期間中、その都度かかります。
※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前
に料率・上限額等を示すことができません。

◆信託財産留保額 1万口につき基準価額に0.3％の率を乗じて得た額
（ご換金時、スイッチングを含む）

上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に
応じて異なりますので、表示することができません。
※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに換金時
（スイッチングを含む）および償還時の譲渡益に対して課税され
ます。ただし、少額投資非課税制度などを利用した場合には
課税されません。なお、税法が改正された場合などには、
内容が変更になる場合があります。詳しくは販売会社に

お問い合わせください。

○申込日当日または翌営業日が以下のいずれかの

休業日と同日の場合または12月24日である場合

・ニューヨークの銀行 ・ニューヨーク証券取引所 

・ロンドンの銀行 ・ルクセンブルグの銀行

○申込日当日または翌営業日が以下のいずれかの

休業日と同日の場合または12月24日である場合

・ニューヨークの銀行 ・ニューヨーク証券取引所

・ロンドンの銀行 ・ルクセンブルグの銀行

・ジャカルタの銀行

○申込日当日または翌営業日が、中国またはインドの

連休等で、ご購入、ご換金のお申込みの受付を

行なわないものとして委託会社が指定する日の場合

円コース
資源国通貨コース

アジア通貨コース

【投資リスク】

（2018年8月現在）

★インターネットホームページ★
http://www.nomura-am.co.jp/

★携帯サイト★
http://www.nomura-am.co.jp/mobile/

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて様々な先物取引等を実質的な取引対象としますので、

株価変動、金利変動、商品価格の変動等の影響により基準価額が下落することがあります。また、債
券等を実質的な投資対象としますので、金利変動等による組入債券の価格下落や、組入債券の発行
体の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資
産に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。

したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失
が生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、取引先リスクなどがあります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

ノムラ・グローバルトレンド（バスケット通貨選択型）
（毎月分配型）／（年2回決算型）

◆設定・運用は◆お申込みは

商号：野村證券株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号
加入協会：日本証券業協会／一般社団法人日本投資顧問業協会／

一般社団法人金融先物取引業協会／
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

商号：野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
加入協会：一般社団法人投資信託協会／

一般社団法人日本投資顧問業協会／
一般社団法人第二種金融商品取引業協会


